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抄　　録

　看護系大学の課題は，学士課程卒業生の看護実践能力の向上と基礎教育と臨床との乖離を埋めるため
の基礎看護教育の充実である．本学看護学科では平成��年から看護実践能力の質を保証する仕組みづ
くりに取り組み，隣接する大学附属病院に卒業生を輩出する教育機関の特性を生かし，基礎教育と卒後
教育をリンクさせた看護実践能力の継続教育システムの構築を目指している．
　平成��年度からは文部科学省大学改革推進事業に採択され「循環型教育システムによる看護師育成プ
ラン」をスタートさせた．本取組は，キャリアパス構築，教育プログラム開発，スキルスラボ活用，交
流，調査・データ管理の�つのプロジェクトから構成している．これらの�年間の実績を示しながら，
教育と臨床が協働して取り組む学士課程�年生を包括した看護実践能力向上への取組を紹介する．

キーワード：看護実践能力，看護師，看護基礎教育，卒後教育．



 は じ め に

　本学看護学科では学生の看護実践能力の育成
を目指して平成��年より「看護実践能力育成プ
ロジェクト」を立ち上げ�学士課程全体を視野
に入れたカリキュラムの検討�学生の看護実践
能力の質を保証する仕組みづくり�臨地実習の
充実�実習施設との連携強化等の教育の基盤づ
くりに取り組んでいる�特に看護実践能力の質
を保証する仕組みづくりの取り組みでは�隣接
する大学附属病院に卒業生を輩出する教育機関
の特性を生かし�基礎教育と卒後教育をリンク
させ�看護実践能力の継続教育システムの構築
を目指している�
　平成��年度には文部科学省大学改革推進事
業の一つである看護職キャリアシステム構築プ
ランに採択され�「循環型教育システムによる
看護師育成プラン」をスタートさせた�これは�
安心・安全な医療提供への寄与を目的とし�看
護学生および看護職員の臨床能力の継続的な向
上のためのプログラム開発と生涯にわたるキャ
リア支援システムの構築を目指している�

 取 組 の 概 要

　取組にあたり次の要件の充足が条件であった�

���）様々な経験段階にある看護職が�効率的・
継続的に専門能力習得及び向上が図れるため
に�指導内容や指導技術等を学問的に検討し
たプログラムの開発プラン�
���）専門的知識を持つ者から教育技法について
の教育を受け�優れた臨床研修における教育
技術を持つ教育指導者の養成プラン�
���）医学部附属病院看護部と自大学の看護学部
等が指導者人材の人事交流などにより緊密に
連携し�看護実践の習得能力向上など基礎教
育にフィードバックできるプラン�
���）看護職に対する人材育成�能力評価�処遇�
人材活用等を含めたキャリアパスを構築・提
示し�看護職個人の能力向上を図ると共に�
組織の充実・発展及び医療への貢献できるプ
ラン�
すなわち�教育プログラム開発�教育指導者養
成�人事交流�キャリアパス構築の�つの観点
からの取組を求められた�
　まず�看護学科と附属病院看護部のこれまで
の教育実績や教育実施体制における課題を明確
にした�看護学科では①卒業時の看護実践能力
の到達度が低い�②複数患者の受け持ちや多重
課題時の対応等就業後直面する場面の経験がな
い�③臨地実習終了後�就業までのキャリア支
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援が不十分である�附属病院での臨床研修で
は�①集合研修の他は各看護単位に委ねられて
おり�指導方法やその内容に差があり質の担保
がなされていない�②看護実践能力の客観的な
評価基準や評価のための教育資材が整備されて
いない�③プリセプターなど指導者への教育指
導が十分でない�④育児休職後の復帰時の再教
育や研修を実施できていないため�復帰者及び
受け入れ側ともに多大な調整を要す�これらの
問題解決を主軸に�平成��年度から開始される
看護職員の臨床研修制度を視野に入れ�取組を
検討した�その概要を図�に示した�
　特色は�①　�年間の継続した包括的育成プロ
グラムの実証的検証に基づく開発�②教育指導
者の育成により高質人財サイクルを構築�③ス
キルスラボを利用した����による客観的評価
手法確立�④人事交流により相互の教育力・臨
床力を活かした連携強化�⑤内的及び外的キャ
リアのゴール設定による将来像の構築支援�
⑥実践キャリア開発センター設置による看護職
のキャリア支援体制の構築である�そして�本
取組の効果として以下の�点が期待される�
①実証的検証に基づいた教育プログラムの開発
により�コストパフォーマンスの視点から人

材や時間の有効活用が可能となる�
②教育指導に関心の高い看護師が教育理論に基
づいた指導方法を学び�体験することによ
り�熱意と理論的裏付けの両面が強化された
教育指導者が養成される�循環した人材育成
の仕組みづくりにより�指導者の指導能力と
受け手の臨床実践能力の質が保証される�
③����による看護実践能力の客観的評価指標
の確立により�一人前の看護師の能力が客観
的に提示され�経年的な目標設定が可能とな
る�
④人事交流による大学における教育活動�病院
における看護実践の実体験は�相互の職種へ
の理解を深めその役割が明確になる�看護
サービスとその提供者について�研究的な現
状分析を共同で行うことにより看護サービス
の展開に繋がる�
⑤各自の多様な働きがいや内的キャリアの尊重
により�自律性の高い看護師の育成につなが
る�

 取組の実施体制

　取組の実施にあたり�実践キャリア開発セン
ターを平成��年��月に設置し�附属病院�看
護学科と外部有識者の有機的な連携推進の組織
を構成した�センターは�取組の推進と進行管
理の要となる機関である�さらに�実施で要と
なるのは��つのプロジェクトであり�リー
ダーを中心に両組織から構成されるメンバーに
よる検討を繰り返し�詳細な実施計画の立案と
実行を担当している（図�）�
　センター運営会議では�センターの運営およ
び本事業全体の方針決定と進行管理を行い�各
プロジェクトに提案すると共に看護部内および
看護学科内への周知を図る役割を担っている�
さらにセンター会議では�外部有識者を交え本
事業の推進について検討している�また�取組
内容の点検・評価機能を担う評価ユニットを設
置した（表�）�

 取組内容と成果

　本取組は�キャリアパス構築�教育プログラ
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図�　　取組の概要



ム開発�スキルスラボ活用�交流�調査・デー
タ管理の�つのプロジェクトから構成される�
教育プログラム開発プロジェクトは�一人前看
護師育成�中堅・達人キャリアアップ�教育イ
ンストラクター育成�復帰支援に分け�対象別
に特化したプログラム開発を行っている�平成
��年から�年間の活動と成果の一部を紹介す
る�
���．キャリアパス構築

　［目的］人材育成・能力評価・処遇・人材活用
等を含めたキャリアパスの構築�個人の能力開
発のためのシステムの整備�キャリア教育・支
援を行い組織の充実・発展及び医療へ貢献する�
　［実施内容］看護学科では�大学生を職業社
会への移行期としてとらえ将来設計�キャリ
ア�職業観の形成�職業・専門能力の形成�職
業・進路の選択・決定を目的に�年生を対象に

キャリア教育を行った�キャリア志向学習と附
属病院におけるインターンシップから構成し�
キャリア志向学習では「新社会人に向けたス
タートアップ講座」と「キャリアデザイン基礎
講座」を開催した�
　看護部では����）キャリア支援ガイド作成��
��）個人の能力開発のためのシステム整備��
��）看護師長へのキャリアカウンセリングセミ
ナー：�回の講義と希望者を対象としたスー
パーバイズの実施����）新人看護職員に対する
臨床心理士によるカウンセリングの実施�で
あった�
　［成果］インターンシップには学生��名が参
加し�全員が達成感とその有効性を評価してい
た�具体的には�「実習で経験できなかったこ
とを学べた」「就職を考えるのに良い機会だっ
た」「就職後のイメージができた」等の感想がみ
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図�　　取組の実施体制とプロジェクト

表�　　キャリアセンターメンバー構成



られた��回の講座の参加者は��名（参加率
����％）であった�参加者全員は「講義内容は
大変良い～良い」と回答すると同時に�その有
効性及び今後への有益性を感じていた�参加状
況から�学生のキャリア形成に関する意識の低
さが明確にされ�年次からの継続的な教育の必
要性が示唆された�
　看護師長を対象としたセミナーでは�良い：
��％�普通：��％�悪い：��％�参考になる：
��％；ならない：��％であった�臨床心理士の
カウンセリングは�有益：��％�どちらでもな
い：��％�無益��％であった�
���．教育プログラム開発プロジェクト

���）一人前看護師育成
　［目的］看護学科�年生から卒後�年の�年間
での一人前看護師育成プログラムを開発し�看
護臨床実践能力の到達度および評価基準を明確
にし�認知領域（知識）・運動領域（技能）・情
意領域（態度・倫理観など）を含む教育方法と
客観的な評価のシステム化を図る�
　［実施内容］プログラムでは�看護臨床実践
能力を看護実践�組織的役割遂行�教育・研究
から構成されると定義した�多岐にわたる看護
実践の教育項目は薬剤治療�医療機器�集中ケ
ア�救急看護�複数受け持ち・夜勤対応�情報
活用とし�具体的な到達目標・教育計画の検討
を重ね�年毎に段階的に設定した�そして��
年生は�「看護の統合と実践」の選択科目に位置
づけ�看護技術学習�医療機器と理論�シミュ
レーション学習�客観的臨床能力試験（����）
により�つの教育項目を網羅した形で展開し
た�卒後は�集合研修（専門分野の講師による
講義と演習�グループ学習�シミュレーション
学習）と����を実施した�
　［成果］�年生の授業後の調査では�ほぼ全員
の学生が�「授業内容は大変良い～良い」�「プロ
グラムの有効性は大変良い～良い」�「今後の有
益性は大変参考になる～参考になる」と回答し
た�����についても「自分を客観的に捉える
機会」や「フィードバックが嬉しかった」等�
肯定的な内容が多かった�
　卒後では�受講生のおよそ�割が研修内容や

����を有効と感じ�「今後の業務に参考にな
る」「日常の看護について客観的にアドバイスを
もらえる機会である」と答えていた�
���）教育インストラクター育成
　［目的］教育理念・後輩育成の意義を理解し�
指導者役割意識及び指導スキルの高い看護師の
育成を行い�質の高い看護を提供できる看護師
の継続的な育成の仕組みを作る�
　［実施内容］平成��年度から取り組む教育イ
ンストラクター育成に向けての教育プログラム
の開発のための検討を行った�看護部の教育体
制を見直し�一人前看護師育成に関わる人材の
役割を確認し�教育インストラクターのねら
い�位置づけを検討した�そして�教育インス
トラクターは�一人前看護師育成プログラムに
おける����������	�
�����での支援者及び看護
学科のティーチングアシスタントであり�ジェ
ネラリストレベルⅠ認定の資格を有し��年間
のプログラム修了者とした�
���）復帰支援
　［目的］出産や子育て等で離職した看護師を
対象に離職期間も途切れない学習・教育支援�
スキルスラボでの実施研修や����������による
自己学習の支援プログラムを開発・適用し�復
職時の心理的負担感を軽減する�さらに子ども
が�歳になるまでの継続的な支援により�マン
パワーを確保する�
　［実施内容］旭川医科大学での先行例と産休・
育児休暇中の本院看護職員へのニーズ調査の結
果を分析し�プログラムの素案作成と評価指標
の検討を行った�プログラムは�①職場とのつ
ながり維持支援�②職場システムへの適応支
援�③復職継続支援の�つで構成した�さらに�
産前産後休暇中�育児休暇中�職場復帰直前�
職場復帰当日�職場復帰後の時期別に具体的な
支援策を検討し�ワーキングマザーサポート
ブックを作成した�
���．スキルスラボ活用プロジェクト

　［目的］看護師及び看護学生の看護実践力の
修得と向上を図るため�知識と技術を統合する
体験型の学習や�より臨床に近い状況でのシ
ミュレーション演習の場として活用できるスキ

循環型教育システムによる看護師育成プラン ���



ルスラボを整備する�
　［実施内容］平成��年度は�一次整備として
スキルスラボ内の整備と各シミュレーターの設
置�利用規約の整備を行った�整備に際しては
限られたスペースの有効活用を主眼に�学習に
応じた多様な使用が出来るように工夫した�平
成��年度は�二次整備および各シミュレーター
の取扱説明書の作成�高機能シミュレーターを
扱うオペレーターの育成研修を企画�実施し
た�
　［成果］本取組開始前は�スキルスラボを利
用する看護学生看護師はほとんどなかったが�
�ヶ月間での利用者は����人であり�その約�
割は本取組に関連した利用であった�
���．交流プロジェクト

　［目的］看護実践キャリア開発センターを軸
に�病院看護部と大学看護学科の相互の臨床実
践力�教育研究力を生かした連携強化を図る�
人事交流を通して�看護部・看護学科相互の理
解を深め�その役割の明確化により看護実践の
研究的な取り組みを共同で実施することにより
看護の質の向上につながることが期待される�
　［実施内容］
���）相互の臨床実践力・教育力を生かした教育
連携
　教育支援：看護部から看護学科への授業支援
であり�看護学科の講義や演習において�授業
担当者の計画に沿って�看護部から適任者を派
遣�特別講義等を行い�より実践的な内容を教
授する�今までに��年生向けに看護部長によ
る「附属病院の看護」��～�年生向けに認定看
護師等による「緩和ケア」「口腔・嚥下ケア」
「感染管理」「医療安全」等を�専門科目の一単
元として教授した�また�臨地実習の開始時
に�看護部長・副看護部長等による実習オリエ
ンテーションの実施�また各臨地実習について
は臨地指導教授制度を活用しつつ�実習担当教
員との連携をとりながら実習指導に当たってい
る�
　研修支援：看護学科から看護部への研修支援
として�各プロジェクトで立案された看護部の
研修について�講師や担当者等として看護学科

から積極的に支援している�����評価者や研
修講師�ファシリテ―ター等を担当している�
���）相互の活性化・人材育成のための相互研修
　看護部から看護学科への研修として�教育イ
ンストラクター育成のための研修計画を立案し
ている�一方�看護学科から看護部へは�定期
的な臨床研修を実施し�教員の臨床実践能力を
維持し�アップデートな授業展開を目指すもの
である�実習開始前研修を積極的に実施してい
る�
���）研究活動促進のための研究交流
　看護部で組織的に実践してきた看護研究を
ベースに�看護学科との連携強化を図った�一
人前看護師育成プログラムの中に看護研究を位
置づけ�看護部・看護学科の指導体制を再整備
し�卒前・卒後教育を連携させながら展開して
いる�平成��年�月には�看護研究交流会を開
催し研究成果の発表と総括を行った�
���．調査・データ管理プロジェクト

　［目的］本取組の特徴を踏まえ�受講者の研
修満足度�看護臨床能力�看護師長の現状の認
識などの調査と各プログラム評価を通して総合
的にプランの評価を行う�
　［実施内容］全看護職員を対象とした看護臨
床能力アンケート調査（研究�）と看護師長を
対象とした看護臨床能力の現状と向上のための
課題（研究�）を行った�その結果�研究�で
は���名（平均����歳；平均経験年数は����
年）の看護職員の分析の結果�看護実践能力�
役割遂行能力は�全体では比較的良好である
が�看護師経験�～�年を頂点としてそれ以降
の向上はみられなかった�職業アイデンティ
ティは�経験�～��年は�～�年より低かった
が�経年的に養われていた�自己教育・研鑚能
力は��年以上の方が�～�年より低くかった�
これらから�年以上の看護師の看護臨床能力を
高めることの必要性が示唆された�　
　研究�では看護師長��名からの回答を分析対
象とした�新人から一人前看護師教育の課題と
して�指導内容・方法の充実・改善�指導者の
負担軽減�一人前像の認識の統一が示された�
中堅看護師の意欲・能力向上に関しては�意欲
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低下原因把握と個々への対策�教育研修の整
備・充実�指導者・管理者の育成�人事考課�
福利厚生等の対策充実が必要と捉えていた�

 今後の課題とまとめ

　本取組は�年目を迎え�各プロジェクトの実
績に基づいた問題点や課題が明確になり�洗練
された事業の展開が期待される���年度は�
キャリアパス構築では�看護学科�年生からの
キャリア教育の実施�病院ではジェネラリスト
を対象にした継続的な仕組みの構築�教育プロ
グラム開発においては�����������の導入によ
る自己学習充実と集合研修・���������	�
�����
との連動を図りさらに効果的なプログラム開
発�交流プロジェクトでは�看護部と看護学科
の交流実績の蓄積�スキルスラボ活用は�自己
学習での活用が可能な教材の充実とシステム整
備�調査・データ管理は�臨床能力の縦断調査
の継続と取組の評価・分析に取り組んでいる�
さらに今年度は�文部科学省政策評価実施計画
に基づく中間評価の年である�書面評価及び実

地調査を受け�進捗状況や成果等の確認�目的
達成が期待できるか評価を受ける�取組での直
接的及び波及的なアウトカムを出来るだけ定量
的に提示することが求められる�
　長年にわたり看護学科と病院看護部の両組織
間で培われた関係性をベースに�本取組がス
タートし�両者の組織的な連携強化が図れた�
教育と臨床が協働して開発する学士課程�年生
を包括した教育システムの確立は�学生にとっ
ては臨地実習では様々な制約のなかで経験でき
ないことが�臨床に近い状況設定のなかで学
べ�新人看護師のリアリティショックの緩和に
もつながると思われる�また�一人前に成長し
ていく過程で����による看護実践能力の客観
的評価を受けることは�自己の現状と課題の明
確化になり�個々の実践能力の向上につながる
と期待している�特に卒業前は看護基礎教育と
臨床とのつなぎの時期であり�この時期に看護
実践能力を客観的に評価することにより看護基
礎教育と新人看護職員研修との有機的な連携が
可能になると考える�

���）眞鍋えみ子�岡山寧子�小寺直美�橋元春美�今村
浪子�「循環型教育システムによる看護師育成プラ
ン」の枠組みと背景�京府医大看護紀要　����������
�������

���）眞鍋えみ子�光木幸子�岡山寧子�循環型教育シス
テムへの取り組み―基礎教育における役割�看護教

育　�����������	�
�	��
���）倉ヶ市絵美佳�橋元春美�臨床と教育が協働し開発
する『一人前看護師育成プログラム』�看護教育　
�����������	
�����

���）京都府立医科大学看護研究交流会抄録集���������
����

循環型教育システムによる看護師育成プラン ���

文　　　　　献
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眞鍋　えみ子　��������	�
�
所属・職：京都府立医科大学医学部看護学科・教授

略　　歴：����年�月　京都府立医科大学附属看護専門学校助産学科卒業

　　　　　����年�月　京都府立医科大学附属病院周産期診療部助産師

　　　　　����年�月　京都府立医科大学附属看護専門学校専任教員

　　　　　����年�月　東亜大学大学院総合学術研究科（博士課程）臨床心理学専攻修

　　　　　　　　　　　　了

　　　　　����年�月　京都府立医科大学医学部看護学科講師

　　　　　����年�月～現職

専門分野：母性看護学・助産学，健康心理学

主な業績：���．眞鍋えみ子，大本千佳，松田かおり，古谷眞紀，五十嵐稔子，田中秀樹．ラベンダー精油を用いた

上肢トリートメントが自律神経活動と気分に及ぼす影響．アロマセラピー学会誌　����������	
	��

���．眞鍋えみ子，笹川寿美，松田かおり，北島謙吾，園田悦代，種池礼子，上野範子．看護学生の臨地

実習自己効力感尺度の開発とその信頼性・妥当性の検討．日本看護研究学会雑誌　������������	
��

���．眞鍋えみ子，松田かおり．初妊婦におけるセルフケア行動の向上を目指した健康学習指導の実施と

評価．日本助産学会誌　������������	�
�

���．眞鍋えみ子．妊産婦におけるセルフモニタリング用チェックシートの作成．日本助産学会誌　

����������	
����

著者プロフィール


